
つなぐ思い
縄瀬から世界へ

縄瀬小学校



出典 shizuoka-heiwa-jp               朝日新聞



戦争の主な出来事

始まりは1945年(昭和20)3月18日、西飛行場が被害を受けま
した。更に格納庫や整備工場が焼け落ちました。そして、
同じ年の4月23日、野々美谷町で民間の男性1名がなくなり
ました。そして、5月3には、川崎航空都城工場に学徒動員
されていた小林中学校の生徒10名が亡くなりました。この
日は、甲斐元町や姫城町でも6名がなくなっていて、さらに
11日には高城町有水早水町が爆撃を受けて8名が犠牲になり
ました。5月15以降は、空襲警報は出されましたが上空を通
過するだけで空襲を受けることはありませんでした。



写真を取ってきたサイト 未来に残す戦争の記憶 都城市

当時の爆発の写真



出典 都城市

農業高校グラウンドにあるお墓



まとめ

僕達は、この都城市でも空襲によって、沢山の方がなくなっている
ことを知って、田舎にも爆弾が落とされていたことに驚いたし、関
係のない人を巻き込むような戦争をやらなければよかったのにと思
いました。













特攻隊の最期の言葉



猫と戦争

特攻隊の帽子



社会科学習・修学旅行で学んだこと
僕達にできること



世界で行われている戦争



思いやりを持つこと

戦争は国と国の争いですが、人と人との争いともいえます。

いじめ、差別をしないことはもちろんですが、相手のことを

理解する、意見が違う時には話し合う、そして、自分が悪か

った時には、素直に謝るなど、自分だけではなく、相手のこ

とを考えた行動をすることが、平和につながっていくと思い

ます。



せんそうのはなしを受け継ぐ

戦争のことを大人でも知らない人がいます。子は戦争のこ

とを知りません。だからこの話を教えてあげたり

して戦争の話を未来に受け継ぐ頃が大切です



これらのことをして世界
の平和を守りましょう

１思いやりを持つこと

２戦争の話を受けつぐ


